
 

 

引込小柱折損（強度不足）による引込作業員の 

墜落事故周知に関する再発防止策の徹底について 
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１．はじめに 

 このたび沖縄電力株式会社那覇支店与那原営業所管内において、電気工事業者が施工した

引込小柱が強度不足により折損し、引込線接続工事中の作業員が約４m の高さから墜落して

骨盤を骨折する重傷事故が発生しました。幸い作業員の命に別状はありませんでしたが墜落

現場の周辺には岩塊が散乱しており、頭部を打ち付けて死傷事故になる可能性も有りました。 

 また、警察による現場検証の結果、内線規程で定められた支持物の支持強度確保に必要な

根入れ長さが不足している事も判明し、引込小柱が倒壊する危険性も多大にありました。 
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②引込小柱折損部拡大写真 

引込口配線 

計器 

折損部高さ 2.5ｍ 

岩塊 

④折損小柱全景左側面写真 

折損小柱 

至引込柱 

計器 

分電盤 

 

①折損小柱全景正面写真 

計器 

分電盤 
折損小柱 

至引込柱 

根入れ線 

岩塊 

折損部高さ 2.5ｍ 

根入れ跡 

③折損小柱全景右側面写真 

岩塊 

計器 

分電盤 

引込口配線 

末口 

折損小柱 

 

根入れ線 

根入れ跡 
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⑤小柱折損部の拡大写真 

腐食とみられる跡 

腐食とみられる跡 

腐食とみられる跡 

腐食とみられる跡 

⑥小柱の折損部の拡大写真 

⑧折損した小柱心材の拡大写真 

腐朽とみられる跡 

⑦欠落した小柱辺材の拡大写真 

腐朽とみられる跡 

腐朽とみられる跡 
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引込小柱（木柱小柱）の強度確認に関する自主検査チェックリスト 

 

 支持物のうち木柱の強度等については、土質、湿気、その他種々な気象条件によって大き

く変化し、経年劣化による強度を的確に把握することは困難であり、保守には十分な注意を

払う事が必要です。木柱は経年劣化が激しく、腐食により支持物の強度が低下するおそれが

あるため、建柱前には必ず下記項目の自主検査を行って下さい。 

区分 自主検査項目 有 無 

構造 

木柱の長さは全長６.２ｍ以上有りますか？ □ □ 

木柱の太さは末口が直径９ｃｍ以上有りますか？ □ □ 

注入柱又は防腐剤が塗布された木材を使用していますか？ □ □ 

目視 
湾曲、ひび割れ、腐食（腐朽）、根腐れ（陥没）は有りませんか？  □ □ 

著しい亀裂や剝がれ、シロアリの食痕は有りませんか？ □ □ 

聴診 
キシミ・ガタツキ音は有りませんか？（木製ハンマーで上部・

中間部、下部を数カ所叩いて内部に腐食はありませんか？） 
□ □ 

打診 鈍い打音や打振動が異なる箇所は有りませんか？ □ □ 

根入れ 元口から全長 1/6＋30cm の位置に根入れ線は有りますか？ □ □ 

軟弱地盤 堅ろうな根かせで補強していますか？ □ □ 

根入れ難 
地際をコンクリート巻きで十分に補強又は引っ張り荷重に十

分耐えられる建造物に堅固に施設していますか？ 
□ □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腐食とみられる痕跡 

腐食により強度不足で折損した小柱 

６ｍの木柱に対して根入れが６０
ｃｍの深さで根入れされていた。 
根入れ不足（本来は１/６で１００
ｃｍ以上。） 

折損した小柱の根入れ状況 
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引込小柱などの施設について 

 

１.引込小柱などの種類、構造及び強度 

 低圧の引込線取付点として、需要場所構内に専用の支持物（以下「引込小柱」）を施設する

場合の引込小柱の強度は、木柱の場合にあっては風圧荷重の１.２倍の荷重、その他の場合に

あっては、風圧に耐えるものであること。 

 引込小柱などの種類及び構造は下表に適合するものとすること。ただし、臨時施設であっ

て電線の高さが確保できる場合にあっては、下表の長さによらないことができる。 

引込小柱などの種類及び構造・低圧架空引込線の高さ 

種 類 長さ(ｍ) 末口(ｃｍ) 設計荷重(Ｐａ) 

木柱小柱(注入柱に限る) ６.２以上 ９以上 - 

コンクリート柱 ６.２以上 １０以上 ７８０以上(８０ｋｇ以上) 

鋼管柱 ６.２以上 ７.６以上 ７８０以上(８０ｋｇ以上) 

区 分 高さ(ｍ) 

道路(車両の往来がまれであるもの及び歩行の用にのみ供さ
れる部分を除く。)を横断する場合 

路面上 
５.０ 

 技術上やむを得ない場合において交通に支障のないとき 
路面上 
３.０ 

鉄道又は軌道を横断する場合 
レール面上 

５.５ 

横断歩道橋の上に施設する場合 
横断歩道橋の路面上 

３.０ 

上記以外 
地表上 
４.０ 

 技術上やむを得ない場合において交通に使用のないとき 
地表上 
２.５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨不適切な支持物による施工事例 

単管で施設 

⑩不適切な支持物による施工事例 

角材で施設 
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２.引込小柱の施設方法 

引込小柱などは、根入れを当該引込小柱などの全長の１/６以上とし、かつ、堅固に施設す

ること。ただし、根入れを全長の１/６以上入れ難い場合であって、地際をコンクリート巻き

で十分補強した場合又は引張り荷重に十分耐える建造物等に堅固に施設した場合は、この限

りではない。なお、地表３０ｃｍの位置にマーキング等(根入れ表示線)で根入れ部分の確認

ができるようにすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支持物の腐食・腐朽、亀裂の有無等の強度確認を行う 

根入れは全長１／６以上とし、建柱前に 
必要根入れ線＋３０cm にマーキングすること 

⑪台風により倒壊寸前の木柱 
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過去に発生した引込小柱倒壊による負傷事故 

 

 過去、平成２２年にうるま支店管内の臨時灯供給工事において、外線業者が引込小柱に梯

子を掛けて引込線を接続しようとした際に、引込小柱が根入れ不足によって倒壊し、作業員

が左側肋骨を骨折する事故が発生しました。 

 今回折損した引込小柱も警察による現場検証の結果、内線規程で定められた支持強度確保

に必要な根入れ長さが不足しておりました。 

 

■引込小柱倒壊事故の経緯 

１.電気工事業者が当初建柱場所へ小柱を建柱した。 

２.建築工事の掘削作業に支障があり、建築業者が電気工事業者の許諾を得て別の場所に小柱

を移設した。 

３.建築業者は支持物の根入れ深さを知らないため、５３ｃｍ掘削して建柱した。 

４.外線業者は引込工事のため、小柱根元と根入れ状態確認のため両手で揺さ振って状態を確

認し問題ないと判断した。 

５.根入れが浅かったため、小柱頂部で作業している際に徐々に道路側へ傾き倒壊した。 

 

臨時灯の標準的な 
引込小柱の施工例 

仮設 
トイレ 建築現場 

当初建柱場所 

小柱移設場所 

引込小柱倒壊事故時の状況図 

引込小柱が徐々に 

道路側へ倒壊 

Ｇ.Ｌ 

 

 
 

１.８ｍ 

２.２ｍ 

５.０ｍ以上 

１.０５ｍ 
全長の１/６以上 

分電盤 

計器取付板 

電力量計 

根入れ線 
Ｇ.Ｌ３０ｃｍ 

０.１５ｍ 笠金 
９ｃｍ以上 


